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大規模チェレンコフ望遠鏡アレイ CTA（Cherenkov Telescope Array）の建設が、日本からの約 120 名を含め
た 25 か国約 1500 名の国際共同により進められている。スペイン・ラパルマとチリ・パラナルにそれぞれ設置さ
れ南北両半球から全天を観測する。CTAは大（23 m）・中（10–12 m）・小（4 m）口径の望遠鏡計約 100 台から
なり、現状より一桁以上高い感度（かに星雲強度の 0.1%）、4 桁のエネルギー領域（20 GeV から 300 TeV）、高
い角度分解能 (10 TeV で 2 分角) を持つ。銀河系内外から 1000 を超える多種多様な天体が検出されると予想さ
れ、目指すサイエンスは、高エネルギー天体のガンマ線放射機構、宇宙線起源の解明、暗黒物質探索、ローレンツ
不変性の高精度検証など、多岐にわたる。さらに、CTA 天文台は、急速に進展しているマルチメッセンジャー天
文学の重要な柱の一つとなる。主鏡および焦点面カメラの開発・製作において日本が中心的役割を果たした大口
径望遠鏡の初号機が、CTA 天文台の最初の望遠鏡として、北サイトに 2018 年に設置され、科学観測が行われて
いる。パルサー・星雲、活動銀河核、銀河中心領域、再帰新星などの検出に成功し、ガンマ線バーストやニュー
トリノ観測アラートのフォローアップ観測も行われている。この初号機に隣接する大口径望遠鏡 2－ 4 号機の建
設および南サイトに建設する大口径望遠鏡の要素製作準備が 2022 年に開始された。また、カメラ開発で日本が
貢献している中・小口径望遠鏡プロトタイプの試験観測が続けられている。本講演では、CTA 計画全体の進捗状
況を報告する。


